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   火災や地震・津波を想定しての避難訓練は、いずれも授業時あるいは休憩時に設
定して実施してきた。 
  ① ねらい 
   非常災害（火災、地震・津波等）発生時における児童の生命・身体の安全確保を
図るため、安全かつ速やかに避難できるようにする。 
② 事前指導 








・第１回   ５月  地震・津波を想定（避難経路の確認） 
・第２回   ９月  火災を想定（授業時の学校火災） 
・第３回  １２月  火災を想定（休憩時の学校火災） 
④ 事態発生と避難の方法 
 Ⅰ 非常事態発生 
  ⅰ 火災発生の場合 
   ・発見者は、直ちに校長（副校長）に知らせる。 






  Ⅱ 避難通報 
○サイレンを鳴らし、緊急放送をする。 
＊ 担任、担当者は、通報内容を聞き、避難命令が出てから行動する。 
   ⅰ 第１次通報 
    ・各学級では、作業をやめ児童を落ち着かせる。窓を閉める。ストーブの火を
消す。 
   ⅱ 第２次通報 
    ・担任が指示して、避難を始める。 
 ⑤ 避難誘導 
  ・学級毎に一斉に行動する。列が合流する場合には下学年優先とする。 
  ・各担任は、避難経路に従って避難させる。 
  ・避難場所での並び方は、避難してきた順とする。 
  ・各階の最終確認者は担任外とし、担任は学級の児童の誘導に専念する。 
  ・避難場所に着いたら、担任は人数を確認後、校長に「人員報告」をする。 
  ・安全に避難した後、必要に応じて消火・搬出にあたる。 
  ・事務職員は２階、用務員は３階を点検する。 
 ⑥ 役割分担 
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   ・消防計画による。 
⑦ 講評・事後指導 
  ・避難後、校長が講評する。 
  ・各学級で、避難について事後指導を行う。 
（２）震災を語り継ぐ学習 
① 防災意識の共有 




   大船渡小学校では、文面を校内に掲示し、子どもたちに津波の怖さを理解させ 
  「とにかく逃げる」、「より高いところに逃げる」ことによって、命が救われるこ 
とを伝えてきた。 
   当時の小学生の書いた文章は、５０年後に生きる児童の心に、今も強く届いて 
いる。 
 ② チリ地震津波から５０年が経過 
   チリ地震津波から５０年が経過した平成２２年（２０１０年）５月２４日、国 
内最多の５３名の犠牲者を出した大船渡市内では、正午にサイレンを鳴らし、市 
内各地で黙祷が捧げられた。 





















































Ⅰ 家にいる時 ⇒ 家族が落ち合う場所を記入する。 
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同じような災害が起きた時に、自分でどう考え、主体的にどう行動するかである。            
そして、自分たちの住んでいる地域の防災について、子どもたちが主体的に関わる
意識を芽生えさせることが重要である。そのために、通常の教科や総合的な学習の中
で、地域の復興プランについて意見を発表させたり、地域の将来について考えさせた
りする取り組みも大切である。 
防災教育を通して、子どもたち一人ひとりの防災意識を高めていくことはもちろん
大事だが、社会のあり方に広く目を向けるような人に育てていくことが求められる。 
「津波てんでんこ」という言葉がある。 
「てんでんこ」というのは、東北地方の方言で、「一人ひとりが」・「めいめいが」と
いう意味である。明治２９年（1896 年）の明治三陸大津波の頃から、三陸地方に伝え
られてきた言葉である。「命てんでんこ」とも言われている。津波の常襲地帯と呼ばれ
る三陸で生まれた言葉は、震災から 8 年を経過した今、私たちに重い教訓を訴えかけて
いる。 
「大切な命は、自分で守る」 
そのためには、あらかじめ避難計画を、家族で、職場で、そして地域で話し合い、安
全な避難場所とそこにたどり着く時間や道筋等を考えておくことが大切である。そし
て、それぞれが、その安全な場所へ 1 秒でも速く、１メートルでも高く逃げることが
求められる。 
「てんでんこ」は、「自分だけ助かればいい」という教えではない。それは、「自分で
考え、行動する」という生きるための思いである。「自分の命は、自分で守る」とい
う原則から、他人にも避難を促す教えにつながる積極的な意味へと深化してきている。 
まさに、「津波てんでんこ」という言葉は、防災教育や避難訓練の大切さを説いた言
葉でもある。 
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